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第
百
十
一
号 

第26回 
日本政治経済研究所 
公開セミナー開催さる 

❑去る９月８日、名古屋市内において日本政治経済研究所
公開セミナーが開催された。「憲法改正まったなし―国会議
員・地方議員による徹底討論」として、衆議院議員の古屋圭
司氏・田畑つよし氏、参議院議員の衛藤晟一氏・和田政宗
氏による国会内の進捗状況と今後の課題が提起された。地
元の愛知県議会議員南部文宏氏、名古屋市会議員藤沢忠
将氏、豊橋市議会議員藤原孝夫氏、清須市議会議員松川
秀康氏からの地方議員の立場からの意見発表があった。 

第１回 
日本女性の会 
東海ブロック会議 

開催さる 
❑去る９月20日、名古屋市内において日
本女性の会東海ブロック会議が開催され
た。岐阜県・三重県・長野県・愛知県の女
性活動者が初めて集い、各地での報告や
今後の方針について活発な意見交換が
なされた。 



愛知県護国神社清掃奉仕予定 
 

■１１月４日（日）午前８時開始。 ※清掃奉仕終了後、
９時より「月参り」に参列いただけます。 
■引き続き１２月２日（日）午前８時開始とします。 
■軍手を必ずご持参ください。また、小雨なら社殿
の木枠拭きをしますので雑巾をご持参下さい。大雨
は中止になりますが疑わしい天気の場合には、現場
責任者の服部宛、電話 (070-6583-4588)を下さい。 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      

 （１０月７日  奉仕後に撮影） 
●「日本の息吹」を引続きご購読くださいますよう 
  お願いいたします。 
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服
部
守
孝 

四
日(

火)

予
定
し
て
い
た
第
二
回
小
選
挙

区
代
表
者
会
議
は
台
風
の
た
め
延
期
と
し

て
、
関
係
各
所
に
連
絡
を
し
た
。 

五
日(

水)

も
う
ひ
と
つ
の
戦
争
展
合
同
会

議
に
参
加
。
今
夏
開
催
し
た
、
第
十
七
回

戦
争
展
の
報
告
と
総
括
が
行
わ
れ
た
。 

八
日(

土)

第
二
十
六
回
日
本
政
治
経
済
研

究
所
夏
季
公
開
セ
ミ
ナ
ー
の
運
営
に
携
わ

る
。
本
会
よ
り
も
五
十
名
超
の
参
加
が

あ
っ
た
。 

二
十
日(

木)

第
一
回
日
本
女
性
の
会
東
海

ブ
ロ
ッ
ク
が
名
古
屋
市
内
で
開
催
さ
れ
、

運
営
の
お
手
伝
い
を
し
た
。
会
議
中
に
、

自
民
党
総
裁
選
の
結
果
、
安
倍
首
相
が
三

選
さ
れ
た
と
の
吉
報
が
入
っ
た
。 

二
十
二
日(

土)

所
要
に
て
滋
賀
県
へ
。
用

務
終
了
後
、
近
江
最
古
と
云
わ
れ
る
白
鬚

神
社
を
初
め
て
参
拝
。
湖
面
に
立
つ
鳥
居

を
多
く
の
人
が
撮
影
し
て
い
た
。 

一
日(

土)

上
京
。
一
泊
二
日
で
開
催
さ
れ

る
日
本
協
議
会
の
会
議
に
出
席
。 

奈
良
県
の
川
上
村
か
ら
吉
野
町
、
明
日

香
村
、
高
取
町
と
北
へ
北
へ
と
陵
墓
参

拝
を
し
て
き
た
こ
の
旅
も
い
よ
い
よ
終

盤
と
な
り
ま
し
た
。
葛
城
市
に
あ
る
履

中
天
皇
皇
孫
女
、
飯
豊
天
皇
の
埴
口
丘

陵
を
参
拝
し
た
後
、
今
度
は
東
へ
五
キ

ロ
ほ
ど
戻
っ
た
と
こ
ろ
に
は
、
宣
化
天

皇
と
宣
化
天
皇
皇
后
橘
仲
皇
女
の
身
狹

桃
花
鳥
坂
上
陵
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
も

飯
豊
天
皇
陵
と
同
じ
く
周
濠
が
残
っ
て

い
る
前
方
後
円
墳
で
す
が
隣
の
た
め
池

と
周
濠
が
繋
が
っ
て
一
体
と
な
っ
て
い

ま
す
。
二
礼
二
拍
手
一
礼
。 

そ
し
て
三
百
メ
ー
ト
ル
南
に
は
崇

神
天
皇
の
皇
子
倭
彦
命
の
身
狭
桃

花
鳥
坂
墓
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
は

民
家
に
囲
ま
れ
て
い
る
状
態
で
し

た
。
二
礼
二
拍
手
一
礼
。 

陵
墓
参
拝
記 

そ
の
四
十
五 

そ
し
て
最
後
に
す
ぐ
南
五
百
メ
ー
ト
ル
、

檜
隈
大
内
陵
の
西
隣
に
位
置
す
る
欽
明
天

皇
の
檜
隈
坂
合
陵
と
隣
接
す
る
敏
達
天
皇

の
皇
孫
茅
淳
王
妃
で
あ
る
吉
備
姫
王
の
檜

隈
墓
を
参
拝
し
ま
し
た
。
二
礼
二
拍
手
一

礼
。 

吉
備
姫
王
は
欽
明
天
皇
の
孫
に
あ
た
り
ま

す
。
と
い
う
こ
と
は
敏
達
天
皇
の
姪
と
な

り
ま
す
。
な
の
で
茅
淳
王
は
従
兄
弟
の
子

供
に
な
り
ま
す
。
皇
極
・
斉
明
天
皇
の
お

母
上
様
で
す
。
こ
の
お
墓
は
猿
石
と
呼
ば

れ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
石
像
が
四
つ
お
墓
の
前

に
並
ん
で
い
ま
す
。 

さ
ら
に
こ
こ
か
ら
東
へ
二
キ
ロ
、

橿
原
神
宮
前
駅
の
一
つ
南
の
岡
寺

駅
の
す
ぐ
近
く
に
あ
る
の
が
畝
傍

陵
墓
参
考
地
で
す
。
被
葬
者
は
天

武
天
皇
と
持
統
天
皇
で
す
が
、
お

そ
ら
く
違
う
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
ま
す
。
一
般
的
に
は
丸
山
古

墳
と
呼
ば
れ
て
い
る
巨
大
な
前
方

後
円
墳
で
あ
り
、
奈
良
県
下
で
最

大
、
全
国
で
も
六
番
目
に
大
き
い

古
墳
で
す
。
周
濠
部
が
残
っ
て
い

な
い
ど
こ
ろ
で
は
な
く
所
々
道
路

や
民
家
が
墳
丘
を
侵
食
し
て
い
ま

す
。
宮
内
庁
が
管
理
し
て
い
る
の

は
後
円
部
の
一
部
で
、
過
去
に
学

術
調
査
も
お
こ
な
わ
れ
て
い
て
六

世
紀
後
半
の
も
の
だ
そ
う
で
す
。 

大
陸
文
化
を
多
く
取
り
入
れ
た
天
武
天
皇

の
陵
は
先
ほ
ど
参
拝
し
た
八
角
形
の
墳
形

の
檜
隈
大
内
陵
が
合
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。 

こ
の
丸
山
古
墳
は
宮
内
庁
が
管
理
し
て
い

る
の
が
後
円
部
の
一
部
で
あ
る
た
め
、
そ

し
て
前
方
後
円
墳
は
た
い
て
い
木
が
う
っ

そ
う
と
茂
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
れ
は

宮
内
庁
管
理
の
部
分
だ
け
で
あ
る
た
め
後

円
部
も
前
方
部
も
自
由
に
歩
き
回
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
私
に
と
っ
て
も
前
方
後
円

墳
の
上
を
歩
き
ま
わ
っ
た
の
は
初
め
て
の

経
験
で
し
た
。
被
葬
者
の
方
に
は
失
礼
い

た
し
ま
し
た
。
二
礼
二
拍
手
一
礼
。 

今
回
の
陵
墓
参
拝
は
以
上
で
お
し
ま
い
で

す
。
大
和
八
木
駅
で
レ
ン
タ
カ
ー
を
返
却

し
て
チ
ュ
ー
ハ
イ
を
買
い
込
ん
で
近
鉄
特

急
に
乗
り
ま
し
た
。 
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川
秀
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